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償還 運用報告書（全体版） 

受 益 者 の み な さ ま へ 

平素は格別のご愛顧を賜り、厚くお礼申しあげます。 
「アジア太平洋先進国株式ファンド」は、信託約款の規定に基づき、2018年８月30日に信託期間が終了
し、償還いたしました。 
ここに、設定以来の運用状況と償還内容をご報告いたしますとともに、受益者のみなさまのご愛顧に
対しまして、重ねてお礼申しあげます。 

 

当ファンドの仕組みは次の通りです。 

商 品 分 類 追加型投信／海外／株式 

信 託 期 間 1998年５月29日から2018年８月30日までです。 

運 用 方 針 
中長期的な観点から、アジアおよび環太平洋の主要先進国の株式市場全体の動き（MSCI太平洋フリー・インデックス

（日本を除く、ヘッジなし・円ベース））を上回る投資成果の獲得をめざして運用を行ないます。 

主要運用対象 

ア ジ ア 太 平 洋 先 進 国 株 式 

フ ァ ン ド 

「アジア太平洋先進国株式グローバル・ラップマザーファンド」受益証券ならび

にアジア・環太平洋主要先進国の株式を主要投資対象とします。 

ア ジ ア 太 平 洋 先 進 国 株 式 

グ ロ ー バ ル ・ ラ ッ プ 

マ ザ ー フ ァ ン ド 

アジア・環太平洋主要先進国の株式を主要投資対象とします。 

組 入 制 限 

ア ジ ア 太 平 洋 先 進 国 株 式 

フ ァ ン ド 

株式への実質投資割合には、制限を設けません。 

外貨建資産への実質投資割合には、制限を設けません。 

ア ジ ア 太 平 洋 先 進 国 株 式 

グ ロ ー バ ル ・ ラ ッ プ 

マ ザ ー フ ァ ン ド 

株式への投資割合には、制限を設けません。 

外貨建資産への投資割合には、制限を設けません。 

分 配 方 針 
毎決算時、原則として分配対象額のなかから、基準価額水準、市況動向などを勘案して分配を行なう方針です。 

ただし、分配対象額が少額の場合には分配を行なわないこともあります。 

 
＜957356＞ 

第21期(償還)(償還日 2018年８月30日）
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【運用報告書の表記について】 

・ 原則として、各表の数量、金額の単位未満は切捨て、比率は四捨五入で表記しておりますので、表中の個々の数字の合計が合計欄の値と

は一致しないことがあります。ただし、単位未満の数値については小数を表記する場合があります。  

 

○ 近５期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 

MSCI太平洋フリー・インデックス 
(日本を除く、ヘッジなし・円ベース) 株   式 

組 入 比 率 

投 資 信 託 
証   券 
組 入 比 率 

純 資 産 
総 額 

(分配落) 
税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

(ベンチマーク) 
期 中 
騰 落 率 

 円 銭 円 ％  ％ ％ ％ 百万円 

17期(2015年３月25日) 33,569   200 20.6 436.94 22.3 94.4 1.0 129 

18期(2016年３月25日) 26,918   200 △19.2 358.09 △18.0 93.5 1.3 91 

19期(2017年３月27日) 31,142   200 16.4 417.97 16.7 93.7 1.9 99 

20期(2018年３月26日) 33,221   200 7.3 441.65 5.7 92.5 3.2 92 

(償還時) (償還価額)        

21期(2018年８月30日) 35,048.28 － 5.5 479.76 8.6 － － 83 
 

（注） 基準価額の騰落率は分配金込み。 
（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、｢株式組入比率」は実質比率を記載しております。 
（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、｢投資信託証券組入比率」は実質比率を記載しております。 
（注） ｢MSCI太平洋フリー・インデックス(日本を除く)」は、｢MSCI Inc.」が発表している、オーストラリア、香港など、日本を除くアジアお

よび環太平洋地域の主要先進国の株式市場の合成パフォーマンスを表す指数です。同指数の（ヘッジなし・円ベース）とは、現地通貨
ベースの指数をヘッジを行なわずに円換算したものです。なお、設定時を100として2018年８月30日現在知りえた情報に基づいて指数
化しています。 

 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 

MSCI太平洋フリー・インデックス 
(日本を除く、ヘッジなし・円ベース) 株   式 

組 入 比 率 

投 資 信 託 
証   券 
組 入 比 率  騰 落 率 (ベンチマーク) 騰 落 率 

(期  首) 円 銭 ％  ％ ％ ％ 

2018年３月26日 33,221    － 441.65 － 92.5 3.2 

３月末 33,337    0.3 442.14 0.1 92.7 3.3 

４月末 34,450    3.7 461.04 4.4 92.9 3.5 

５月末 34,690    4.4 465.01 5.3 92.4 3.4 

６月末 34,707    4.5 466.69 5.7 92.3 3.4 

７月末 35,465    6.8 478.03 8.2 92.9 3.6 

(償還時) (償還価額)      

2018年８月30日 35,048.28 5.5 479.76 8.6 － － 
 

（注） 騰落率は期首比です。 
（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式組入比率」は実質比率を記載しております。 
（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「投資信託証券組入比率」は実質比率を記載しております。 
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○運用経過 (1998年５月29日～2018年８月30日) 

 
 

  

  
（注） 分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォー

マンスを示すものです。 

（注） 分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異な

ります。したがって、お客様の損益の状況を示すものではありません。 

（注） MSCI太平洋フリー・インデックス（日本を除く、ヘッジなし・円ベース）は、設定時の値が基準価額と同一となるように指数化してお

ります。 

（注） 上記騰落率は、小数点以下第２位を四捨五入して表示しております。 

（注） MSCI太平洋フリー・インデックス（日本を除く、ヘッジなし・円ベース）は当ファンドのベンチマークです。 

 

○基準価額の主な変動要因 

当ファンドは、「アジア太平洋先進国株式グローバル・ラップマザーファンド」受益証券への投資を通じて、

アジアおよび環太平洋の主要先進国の株式市場全体の動き（MSCI太平洋フリー・インデックス（日本を除く、

ヘッジなし・円ベース））を上回る投資成果の獲得をめざして運用を行なってまいりました。信託期間中にお

ける基準価額の主な変動要因は、以下の通りです。 

＜値上がり要因＞ 

・企業業績が好調な結果となったこと。 

・主要各国の中央銀行が概ね緩和的な金融政策をとっていたこと（2009年～2015年）。 

  

設定以来の基準価額等の推移 
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＜値下がり要因＞ 

・ＩＴバブルが崩壊し、同時多発テロ、イラク戦争などで地政学的リスクが高まったこと（2000年～2002年）。 

・米国の低所得者層を対象にした住宅融資「サブプライムローン」危機が深刻化し、リーマンショックへ発展

したこと（2008年）。 

・欧州債務問題が深刻化したこと（2011年、2015年）。 

 

 

（アジア太平洋先進国株式市況） 

アジア太平洋先進国株式市場は上昇しました。 

期間の初めのアジア太平洋先進国株式市場は堅調に推移しましたが、2000年にＩＴバブルが崩壊し、その後

2001年に同時多発テロが起き、さらに2002年にはイラク戦争などで地政学的リスクが高まり、株価は下落基調

をたどりました。その後、各国中央銀行の積極的な金融緩和などを背景に、アジア太平洋先進国株式市場は再

度上昇基調を取り戻しましたが、2007年後半から「サブプライムローン」危機が深刻化し、2008年のリーマン

ショックへ発展、信用収縮懸念が広がり、アジア太平洋先進国株式市場は大暴落しました。その後、米国経済

や世界的な金融システムに安定化の兆しが見え始めると、アジア太平洋先進国株式市場は力強い上昇に転じ

ました。その後は、2011年、2015年に欧州債務問題が深刻化したことや、2018年には北朝鮮を巡る地政学的リ

スクの高まり、米国の長期金利の上昇やトランプ米国大統領の強引な貿易政策による外交摩擦などを受けて

下落する局面もありましたが、好調な企業業績を背景に概ね上昇基調を維持し、堅調に推移しました。 

 

（為替市況） 

期間中における主要通貨（対円）は、下記の推移となりました。 

 

 

  

投資環境 



品 名：90002_957356_021_03_グローバル・ラップ／アジア太平洋先進国株式ファンド_737374.docx 

日 時：2018/10/12 17:31:00 

ページ：5 

 

－ 5 － 

アジア太平洋先進国株式ファンド 

 

（当ファンド） 

当ファンドは、「アジア太平洋先進国株式グローバル・ラップマザーファンド」受益証券を高位に組み入れ

て運用を行ないました。 

 

当ファンドは1998年５月29日の設定以来、約20年３ヵ月にわたり運用してまいりました。このたび、約款の

規定に基づき、信託終了日を2018年８月30日として償還いたしました。 

これまでのみなさまのご愛顧に対しまして、心より厚くお礼申しあげますとともに、今後とも弊社投資信託

をご愛顧賜りますよう、よろしくお願い申しあげます。 

 

（アジア太平洋先進国株式グローバル・ラップマザーファンド） 

運用は、ビーティー・ファンド・マネージャーズ（インターナショナル）リミテッド（期間の初め～1999年

６月）、シュローダー投信投資顧問株式会社（1999年６月～2005年12月）、シュローダー・インベストメント・

マネージメント（シンガポール）リミテッド（2005年12月～期間末）に（実質的な）運用部分を委託しファン

ド運営を行なってまいりました。 

長期投資の観点から銘柄選択を重視する運用戦略を採用しました。長期的に魅力のあるファンダメンタル

ズ（経済の基礎的条件）を有する企業の株価が割安な水準となっている局面で新規投資もしくは追加購入を行

ないました。 

 

 

信託期間中における基準価額は、314.3％（分配金

再投資ベース）の値上がりとなり、ベンチマークで

ある「MSCI太平洋フリー・インデックス（日本を除

く、ヘッジなし・円ベース）」の上昇率379.8％を概

ね65.5％下回りました。 

ベンチマークとの差異における主な要因は以下の

通りです。 

 

＜プラス要因＞ 

・銀行株など一部を除き、全般的に銘柄選択がプラ

スに寄与したこと（2005年）。 

・香港の金融、一般消費財やオーストラリアの金融

セクターにおける銘柄選択がプラスに寄与したこ

と（2006年）。 

・幅広いセクターにおける銘柄選択がプラスに寄与

したこと（2010年）。 

  

当ファンドのポートフォリオ 

当ファンドのベンチマークとの差異 

  
（注） 基準価額の騰落率は分配金再投資ベースです。 

（注） MSCI太平洋フリー・インデックス（日本を除く、ヘッジなし・

円ベース）は当ファンドのベンチマークです。 
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＜マイナス要因＞ 

・金融、資本財セクターにおける銘柄選択などがマイナスに影響したこと（2003年）。 

・オーストラリアの金融、素材セクターにおける銘柄選択などがマイナスに影響したこと（2004年）。 

・一般消費財・サービスセクターのアンダーウェイト、一般消費財・サービスセクターにおける銘柄選択など

がマイナスに影響したこと（2013年）。 

 

 

信託期間中における分配金は、基準価額水準、市況動向などを勘案して決定し、１万口当たりの累計は3,450

円（税込み）となりました。なお、分配金に充当しなかった収益につきましては、信託財産内に留保し、運用

の基本方針に基づいて運用いたしました。 

 

  

分配金 
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○１万口当たりの費用明細 (2018年３月27日～2018年８月30日) 

項 目 
当 期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 236  0.683  (a)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） (201)  (0.581)  委託した資金の運用の対価 

 （ 販 売 会 社 ） ( 27)  (0.079)  運用報告書など各種書類の送付、口座内でのファンドの管理、購入後の情報 
提供などの対価 

 （ 受 託 会 社 ） (  8)  (0.023)  運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価 

（b） 売 買 委 託 手 数 料 4   0.010   (b)売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数 
売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料 

 （ 株  式 ） (  4)  (0.010)   

（c） 有 価 証 券 取 引 税 2   0.005   (c)有価証券取引税＝期中の有価証券取引税÷期中の平均受益権口数 
有価証券取引税は、有価証券の取引の都度発生する取引に関する税金 

 （ 株  式 ） (  2)  (0.005)   

（d） そ の 他 費 用 4   0.012   (d)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 （ 保 管 費 用 ） (  4)  (0.010)  保管費用は、海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保管及び資金の 
送金・資産の移転等に要する費用 

 （ 監 査 費 用 ） (  1)  (0.002)  監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用 

 （ そ の 他 ） (  0)  (0.000)  その他は、信託事務の処理等に要するその他の諸費用 

 合 計 246   0.710    

期中の平均基準価額は、34,529円です。  

 
（注） 期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結

果です。 

（注） 各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 

（注） 売買委託手数料、有価証券取引税およびその他費用は、このファンドが組み入れている親投資信託が支払った金額のうち、当ファンド

に対応するものを含みます。 

（注） 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに

小数第３位未満は四捨五入してあります。   
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○売買及び取引の状況 (2018年３月27日～2018年８月30日) 

 

銘 柄 
設 定 解 約 

口 数 金 額 口 数 金 額 
 千口 千円 千口 千円 
アジア太平洋先進国株式グローバル・ラップマザーファンド 70 466 13,886 96,491 

 
 
 

○株式売買比率 (2018年３月27日～2018年８月30日) 

 

項 目 
当 期 

アジア太平洋先進国株式グローバル・ラップマザーファンド 

(a) 期中の株式売買金額 1,080,551千円 
(b) 期中の平均組入株式時価総額 5,958,405千円 

(c) 売買高比率（a）／（b） 0.18   
 

（注） (b)は各月末現在の組入株式時価総額の平均。 

（注） 外国の取引金額は、各月末（決算日の属する月については決算日）の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算した金額の合計です。

 

○利害関係人との取引状況等 (2018年３月27日～2018年８月30日) 

 

 該当事項はございません。 

 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人です。 

 

○第一種金融商品取引業、第二種金融商品取引業又は商品取引受託業務を兼業している委託会社の自己取引状況 (2018年３月27日～2018年８月30日) 

 

 該当事項はございません。また委託会社に売買委託手数料は支払われておりません。 

 

○自社による当ファンドの設定・解約状況 (2018年３月27日～2018年８月30日) 

 

 該当事項はございません。 

 

  

親投資信託受益証券の設定、解約状況 
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アジア太平洋先進国株式ファンド 

○組入資産の明細 (2018年８月30日現在) 

 

 2018年８月30日現在、有価証券等の組入れはございません。 

 

 

銘 柄 
期首(前期末) 

口 数 

 千口 

アジア太平洋先進国株式グローバル・ラップマザーファンド 13,815 
 
 
 

○投資信託財産の構成 (2018年８月30日現在) 

項 目 
償 還 時 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

コール・ローン等、その他 87,177 100.0 

投資信託財産総額 87,177 100.0 
 

（注） 比率は、投資信託財産総額に対する割合です。 

 

 

親投資信託残高 
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アジア太平洋先進国株式ファンド 

○資産、負債、元本及び償還価額の状況 （2018年８月30日現在) 

項 目 償 還 時 

  円 

(A) 資産 87,177,926   

 コール・ローン等 87,177,926   

(B) 負債 3,567,822   

 未払解約金 2,942,878   

 未払信託報酬 623,162   

 未払利息 132   

 その他未払費用 1,650   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 83,610,104   

 元本 23,855,693   

 償還差益金 59,754,411   

(D) 受益権総口数 23,855,693口 

 １万口当たり償還価額(Ｃ／Ｄ) 35,048円28銭 
 

（注） 当ファンドの期首元本額は27,892,181円、期中追加設定元本額

は129,396円、期中一部解約元本額は4,165,884円です。 

（注） １口当たり純資産額は3.504828円です。 
 

○損益の状況 (2018年３月27日～2018年８月30日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 配当等収益 △     1,416   

 支払利息 △     1,416   

(B) 有価証券売買損益 4,986,421   

 売買益 5,557,549   

 売買損 △   571,128   

(C) 信託報酬等 △   624,988   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 4,360,017   

(E) 前期繰越損益金 45,206,804   

(F) 追加信託差損益金 10,187,590   

 (配当等相当額) (  11,245,180)  

 (売買損益相当額) (△ 1,057,590)  

 償還差益金(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 59,754,411   
 

（注） 損益の状況の中で(C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税

等相当額を含めて表示しています。 

（注） 損益の状況の中で(F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追

加設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分

をいいます。 

（注） 親投資信託の信託財産の運用の指図に係る権限の全部又は一部

を委託するために要した費用のうち、2018年３月27日～2018年

８月30日の期間に当ファンドが負担した費用は217,244円です。
 

 

上記各資産の評価基準及び評価方法、また収益及び費用の計上区分等については、法律及び諸規則に基づき、一般に公正妥当と認められる

企業会計の基準に準拠して評価計上し処理しています。 
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アジア太平洋先進国株式ファンド 

○投資信託財産運用総括表 
 

信 託 期 間 
投資信託契約締結日 1998年５月29日 投資信託契約終了時の状況 

投資信託契約終了日 2018年８月30日 資 産 総 額 87,177,926円 

区   分 投資信託契約締結当初 投資信託契約終了時 差引増減または追加信託 
負 債 総 額 3,567,822円 

純 資 産 総 額 83,610,104円 

受益権口数 1,515,254,500口 23,855,693口 △1,491,398,807口 受 益 権 口 数 23,855,693口 

元 本 額 1,515,254,500円 23,855,693円 △1,491,398,807円 １万口当たり償還金 35,048円28銭 

毎計算期末の状況 

計 算 期 元 本 額 純資産総額 基準価額 
１万口当たり分配金 

金   額 分 配 率 

第１期 2,102,207,851円 2,002,592,577円 9,526円 0円 0.0％ 

第２期 5,042,748,948   5,262,515,828   10,436   50   0.5   

第３期 3,868,633,955   3,627,830,735   9,378   0   0.0   

第４期 2,961,070,493   3,063,044,802   10,344   0   0.0   

第５期 1,103,213,109   918,609,807   8,327   0   0.0   

第６期 692,292,612   738,816,876   10,672   200   2.0   

第７期 491,919,217   653,137,891   13,277   200   2.0   

第８期 321,061,218   560,039,138   17,443   400   4.0   

第９期 234,250,891   545,549,055   23,289   500   5.0   

第10期 199,669,029   411,589,777   20,614   300   3.0   

第11期 173,278,147   206,928,113   11,942   0   0.0   

第12期 148,110,355   294,196,918   19,863   200   2.0   

第13期 124,623,573   245,936,586   19,734   200   2.0   

第14期 111,101,363   217,981,584   19,620   200   2.0   

第15期 98,580,699   264,627,176   26,844   200   2.0   

第16期 87,825,405   245,824,236   27,990   200   2.0   

第17期 38,576,961   129,500,466   33,569   200   2.0   

第18期 34,143,799   91,907,042   26,918   200   2.0   

第19期 32,019,023   99,712,080   31,142   200   2.0   

第20期 27,892,181   92,659,563   33,221   200   2.0   
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アジア太平洋先進国株式ファンド 

○償還金のお知らせ  

１万口当たり償還金（税込み） 35,048円28銭 
 
 
 

○お知らせ 

 

 2018年３月27日から2018年８月30日までの期間に実施いたしました約款変更はございません。 

 

 

 

約款変更について 

当ファンドの主要投資対象先の直近の運用状況について、法令および諸規則に基づき、 

次ページ以降にご報告申しあげます。 
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